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経 済 大国 「日本」

海 野 徳 二

日本が経済人国であることは誰 もが認 あるところであ

ろうが、それは必ず しも個人の快適 な生活 を保障 してい

るものではない。昭和一桁生 まれの私は、少年時代 を食

粗不足で過 し、大学卒業後 も しばらくは経済小国下で生

活 した。その頃はそれ なりに今 よりも良 い所も悪 い所 も

あった。思 い出を書いてみるからその時代を想像 してい

ただ きた い。

数年前 に偶然800円 の領収証 を発見 した。大学の受験

料 だった か入学金だかは忘 れて しまったが、国立大学の

経 費はその程度の ものだったのである。授業料は大学院

時代 でも年6,000円 位 だったよ うに記憶 している。信 じ

られない ような話は、寮費が月150円 であった ことで あ

る。これはその頃で さえ破格の安 さではあったが、国庫

に納入 したのは100円 、電 気 ・水道料 が50円 とい う内訳

で あった。寮 は旧陸軍の木造 二階建兵舎で 、大部屋の中

央 をベニヤ板で仕切 り、2部 屋 と して使 っていた。広 さ

は20畳位 はあったろ うか。そこに学生 が一人つつ住んで

いた。余 り広過 ぎてど うしよ うもないので、軍隊で使用

して いた机や椅子 をいくっ も入れた り、板で更 に間仕切

りを した りして、2LDKな み に改造 し結構快適 な住居 と

したもので ある。壁紙 を張 った り、芸術 味豊かな彩色を

したり、カーテ ンに凝 った りす る者 も居て、講義 を受 け

るために留守 にするのは勿体 ない位で あった。授業の出

欠 もとられなかったから、その まま実行 に移 して、4年

間の専門課程で出席は○○ 日とい う仲間 もいた筈である

(彼は勿論卒業 し、国家試験 にも合格 したL大 学院時代

には忙 しくなるという理 由で病院正門前 の下宿屋 に引越

し、部屋代1.500円 とい う10倍の出費 を強 いられること

になった。 しか し育英会奨学金は月額10,000円 であった

から、何 とか食ぺていけた し、飲み に行 く機会 も多少は

作 ることが出 きた。

学生や箸い医師相 手の ・食60円 程度ρ 食堂があった。

焼肉定食 、焼魚定食、野菜煮込み定食などバ ラエ ティー

にも富み 、ボ リュームもた っぷ りで、これを1日4食 摂

っていたら1年 聞で10kgも 肥 って しまい、 それ以来 この

体 重を維持 し続 けている。この食堂のオヤジとは今でも

年賀状のや りとりを している。

昭和40年 からア メリカに留学す ることになったが、そ

の当時は外貨持 出 し枠は1人150ド ル、家族 は50ド ルと

定 められて いた。1ド ルは360円 で助手の月給は2万 円

位であったか ら、150ド ルと言っても2ヶ 月分の給料 を

貯 えねばならなかったので ある。その ヒ、アメリカへの

航空機料金 が片道15万 円位だ ったよ うに思 う。幸い旅費

は在外研究費 として文部省が出 して くれたが、着いてび

っくりしたことには学生用宿舎 の保障金が150ド ルもす

ることで あった。 これを払 って しまえば生活が出きなく

なる。ここは先輩 からの借金 によって乗 り切ることとな

った。食事は病院のカフェテ リアを主 にしたが、1回10

ドルはす るだろ うとい うようなレス トランには絶対 に足

を向けないことに した。半年後 に家族 を呼び寄 せてアパ

ー ト暮 しを始 めたが、家賃約100ド ル、食料晶 、電気代 、

ガス代、電話代、 ガソ リン代 などすべての生活費 が100

ない し150ドル、年俸5,000ド ルで もそれなりの貯金は可

能で あり、週末やバケーションには家族 を連 れての旅行

も出きた。宿泊は車で乗 りつ けるモーテルであったが、

キチネッ ト付 きで も家族全体の料金は10ド ル程度であっ

た。現在 の日本ではとて も考 えられない謡 である。

今年6月 の学会の帰路 に、留学時代 に住 んでいた所や

常 々訪問 したいと思 っていた大学 など数 ヶ所 を廻 って来

たが、現在の 日本 の物価 の高い ことを改めて痛 感 させ ら

れた。例 えば日本 のホテルの朝食 を2,000円 だ とすると

15ド ルに相当する。 そんな値段 の朝食は1回 もなかった。

トロン トでは竹下元首相 も訪れた という高級中華料理店

で10人 の支払いが酒 も入 れて約4万 円であった。

確 かに昔は日本の方が物価 は安 く、外国 に出かけるの

は大変なことで あった。 アメリカで も昔 に比べ れば物価

は上 昇 しているが日本程ではない。昔で さえ電気、ガス、

食料品のよ うな生活必需品は決 して高 くは なかった。H

本 では何 か ら何 までが高 くなって しまった。いかに軽済

大国 と言われよ うとも給料は素通 りしてい くだけで、生

活 が豊か になっているのではない。海外への旅行者は年

々増 えているけれ ども、持 ち切れ ない位の土産物 や免税

品 を買い込 んで帰 るグループ旅行 も少なくない。海外旅

行 とい う名 目だけで、本 当に楽 しんでいるのか と疑 わし

くなって しまう。 日本での生活費は高いか ら老後は海外

で暮 そうという宣伝 まで出て来て、何 とも情 ないことで

ある。そんな考えで外国 で暮 して も、その国 に迷惑 をか

けるだけで楽 しい生活になる筈が ないではないか。

経済中国位でも1・分であるか ら、気分的 に豊かな生活

を楽 しみたいものである。

(耳鼻咽喉科学講座 教授 〉

サ
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想 い出の ブダペ ス ト

安 田 博

(

8月19日 いよいよ、ブダペ ス ト行 きで ある。ウィー ン

の西駅にて、9時30分 発の特急 に乗 り込 んだ。この列車

はウィーナー ワルツァーとい うルーマニアの ブカ レス ト

とスイスのバーゼ ル間を結ぶ国際特別急行列車である。

その経由駅 として、オース トリーのウィー ン、ハ ンガリ

ーのブダペ ス ト等 があげ られる。ウィー ンで は、あとブ

ダペス ト方面 よりの20時15分 着があ り、上下各一列車だ

けである。列車は約30分 遅 れて発車 した。約4時 間後 に

ブダペス ト国際駅東駅 に到着 した。駅 には東海大学の島

田氏 が迎 えに来 てくれた。彼 は今朝モスクワより空路で
一足先にブダペス トに来ていたのである。私達4人 は一

先ず駅の レス トランで昼食 をとることに した。今夜の宿

泊ホテル ・サマル クはブダ地区(ブ ダペス トは ドナウ川

を境 にして西側のブ ダと東側 のペス トを合せたもの)に

あ り、東駅 よりは相 当の距離がある。荷物の関係で タク

シーで行 くことに した。駅前でタクシーを物 色 している

と、一人の運転手 が近寄 って きて行先と人数を問 い、500

フオリン トで どうかと誘って きた。 日本円 に換算す ると、

約1.250円 位である。思わず全員賛成でこの車 に乗 って し

まった。後で判った事であるが、この車 はメー ターを取

り外 した悪徳 タクシーで、正規の料金はその半分以下で

あ る。私達 は格好 のかもだったので ある。 さて私達のホ

テルは、その規模 の点で一流だが場所は市の効外で ある。

か ってこのホテルで 、私達 の目的で ある国際微分機何学

コロキゥムが開催 された。その当時 は近 くに殆ん ど人家

が無かった と聞いているが、現在はスーパーマーケ ット

や電 車 ・バスの発着地 もで きてい る。

ホテルで一服 し落ち着いた所で市内見物 に出かけた。始発

電車にのり、暫く揺られてエリザベー ト橋 を渡 ると、そこは

ペス ト地区である。次は地下鉄に乗ってみた。ヨーロッパで

最初に敷かれた地下鉄は、市の中心プルシュマルティ広場か

ら共和国通 り、市立公園、メキシコ通 りまでの地下 を走って

いる。新 しい地下鉄 も何線か敷設 されて、その一つは ド

ナウ川の下 を抜 け南駅 に達する。私達 はこの線 のアス ト

リヤ駅 とテ ァーク広場駅間 を乗車 したので あるが、地下

鉄駅 が非常 に深 い所 にあって、そこに通ず るエスカレー

ターがかなり急角度で降下 してゆ くのに、私は恐怖 を覚

えた。テ ァーク広場で タクシーを拾い、ブダ地区 にある

マーチ ャーシ教会に向 った。私 は5年 前 、此処を訪れて

い る。 その時は この教会のす ぐ傍 まで、車を乗 り入れ る

ことが出来た。所 が此の度 は、500m手 前のバス停で降

りなければならなかった。とい うのは、教 会までの道路

には彩 しい人の波が うね っていたからだ。明8月20日 は

ハ ンガリーの憲法記念 日で、今 日はその前夜祭である。

道路の両側 にはぎっ しりと露店が並 び、口本のお祭の情

景 を彷彿 させる。私達 は仮面をつ け、何 や らパ フォーマ

ンスをす る民族踊 りを見て から漁夫 の碧 に向 った。これ

は20世 紀初頭 に建て られたネオロマネスク様式の砦 で、

かって漁夫たちがここで王城を守 ったとい う。回廊か ら

の眺望は素晴 しいとされている。残 念乍 ら今 ロは曇 りで 、

ドナウ川やペス ト地区が霞んでいた。帰 りは雨 に会った

が、どうや らタク シーで ホテル に戻った。

さて、夕食はゆっくり寛いでこのホテルでと思っていたが、

朝食 しかとれないと云 う。近 くにレス トランもなく、スーパ

も閉 じていた。やむなく市内で食事をすることにして電車 に

乗 った。所がその電車が ドナウ川 を渡 ろうとしない。 ど

うや ら行先の違 う電車 らしい。止むを得ずチエ ーン橋付

近で降 り、この橋 を渡 って対岸 に行 くことにした。幸い

にも橋全体 に電灯 がともっている。普段 は省エ ネの為消

灯 しているのだ。夜の ドナウ川 に、美 しいチエ ーン橋 の

姿 が、 くっ きりと浮 び出ている。対岸に着 くと、ブダ地

区 と対照的 に人出が多く賑やかで あった。私達 はホテル

の レス トランでハ ンガリー料理 を楽んだ。 この夜私は な

かなか寝付 かれ なかった。ベラ ンダに出て 市の中心の方

を眺 める。まだ明 りは一面 に拡 がってお り、都会の喧喋

の地鳴 りが遠 くから微 かに聞 えて くる。此処は郊外で あ

る。この静かさにほっとする。昨 日まで私達はウ ィーン

市の喧喚の ど真中 に身を晒 していたからだ。

翌朝フロントで、デブレツェン大学のタマシー教授、筑波

大学、相模工大の河口氏達(兄 弟)に 会った。この日私達は、

目的地エゲールに赴 き、論文発表等の仕事を終 えて8月25

日に再 びブダペス トに戻ってきた。この夜は、 ドナウ川

の中の島マルギ ット島のホテル ・ラマダに泊った。翌 日

妻 と私の二人は、 ドナ ウ川のほ とりに立つ国会繊事堂 を

訪れた。丁度 土曜 日で人影 は殆んどな く、小雨のぞぽ降

る中 に、ネオゴ シック風の壮麗の姿が静 かに惇 んで いた。

この日ウィーンに戻 り、帰国の途 にっいたのである。

帰国後 、テ レビにこの国 会議事堂が映 し出 され、「ハ ン

ガ リー共和国」 が宣 言される場面 を見た。私の脳 裏には、

雨の中の議事堂が浮 んで くるので ある。

(数学 教授)
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図書館の電算化とOPAC

1.は じめ に

本学の図書館 に、平成2年2月 図書館 システム用電算

機 が導入 されることになった。これは、かねてか ら文部

省へ概算要求書 を提 出 していたもので、よ うや く本学 も

学術情報セ ンター と結んで、文部省の学術情報 システム

構想への参加 が・∫能 となり、平成の幕開 けと同時 に本学

図書館の新 なる再生への出発点 と して印象づけ られるも

の となるに違いない。

今 日まで、図書館では業務の電算処理 につ いて幾多の

検討を重ねて きた。 その結 果を電算化基本計画 にまとめ、

各電算機 メーカーと図書館 システムの交渉 を行い、最終

的 に機種選定委員会で決定 した導入機種 は、日本電気の

NEC3100/50Aシ リーズの電算機で ある。この電算機で

運用 される トータル システム としてのソフ トウエアが、

LICSU(LibraryInformationComputerSystemof

University)シ ステムと呼 ばれるパッケージソフ トである。

互.1」CSUに ついて

この システムは、現在全国 の30数大学の国 公私立の大

学図書館で運 用 されている実績のあるソフ トウエアであ

る。数 ある図書館 システムの なかで も評価 の高い システ

ムで、然 も トータル システム(発 注 ・受入 か ら目録整理

を経 て貸出まで)と して稼働 させることので きる唯一の

パ ッケージソフ トであると言 っても過 言で はない。

LICSUは 、Fl本電気 と兵庫教育人学図書館 との共同

開発 によって生れたシステムであ り、開発主体 が国立大

学 図書館 であることと、かつ 中小規模大学で あることが、

本学の ような単科大学図書館 の導入 システムと して適 っ

ていると思 われる。通常 システムの開発は、業務の分析

か ら設計に到 るまで 、長い時間 と鷹大 な経費がかか るも

ので ある。幸 い過去 に苦労 しながらシステム開発 を行 っ

て きた電算化の先行館があり、そのノウハウを活か した

パ ッケージソフ トを導入することによって図 書館の電算

化 を効率よく発展的 に運用で きるものであろ う。LICSU

もそのよ うなシステムのひとつで ある。

ここで行われる業務処理は、大 きく図書管理 、書誌 ・

所蔵管理、雑誌管理 、利用者 サービスの4つ のサブシス

テムに分 けることがで きる。そ してこれらのサプシステ

ムは、すぺて図書 ・雑誌の目録データベ ースの形成ある

いはそこか らの利用 と有機的 に結 ばれて いる システムで

あ る。 その主眼は、利用者への図書 ・雑誌情報の迅速 な

提供 を目的 と している。

3.OPACに っ いて

前述 した目録デー タベ ースをオンラインで検 索 して 、

必要 な図書情報 を入手す る手段 をOPAC(OnlinePub・

hcAc。essCatalog)と 呼んでいる。現在のカー ド目録

や雑誌 目録 をみ るのと同 じことで 、図書館資料の 目録類

が、電算機 のデ ィスクの なかに収 められた と言 ってよい。

このOPACの 特微 は、誰で もが自由に利用者端末 に

向 かって、簡単 な検索藷(キ ーワー ド)を 入力 して、図

書情報を知 ることがで きる点 にある。現行のカー ド目録

は、正確 な書名 ・著者名及び件名で しか探 し得 なかった

が、OPACで はこれらの他 に書名の重要誘 が検索語(最

大15文 字)と して登録 されてい るため、一般的 には思い

ついた単譜の組合せで検索で きるよ うになっている。図

書館 のオンライン情報検索サー ビスは、文献データベー

スの知識 と特別 な研修 ・訓練が必要であるが、この シス

テムは、ワープロ操作 を知 らない利用者で も簡単 に扱 う

ことがで きる。 その代 わり制 限もあり、論理演算 が積纂

合 のみで、かっ集 合の絞 り込 みに限定 され る。また入力

で きる文字 が英数 カナ(1バ イ ト〉に限 られるなど、電

算機資源の容量の問題 もあるが、利用者がマニュアルを

見な くとも、簡単 に操作で きることが、これらの制限 を

乗 り越 えて許容で きるもので あろ う。

4.今 後の課題

OPACは 、実際 に図書館利用者 が利用で きるよ うにな

るまで には、今少 し時 間が要 る。 というの は、導入直後

ではOPACで 提供で きるデータが、電算機のディスク

の なかには、図書 ・雑誌の 目録 データベースとして何 も

入っていないからである。OPACが 利用で きるには、す

でに本学で受 け入れている10万冊近い図書 ・雑誌のデー

タを入力 しなければならない。このためには、時間 と人

手と経費が必要 になる。図書館で は、関係各位の ご理解

とご協 力を得て、少 くとも平成2年 度内 に図書館で所蔵

してい る約3万 冊の図書デー タの入力を行 い、その後各

研究室に所蔵 されている図書 を年次計画を立てて、目録

デー タベースの構築 を図っていきたいと考えている。

その他、図書館閲覧室 に配置 され る利用者端末は2台

に限 られるため、将来的 には各研究室 にあるパ ソコ ン等

で、内線電話 を用 いて無 予順で図書館の目録データベー

スにアクセ スで きるよ うに したい。

図 書館をめ ぐる環境 は、今大きく変わろうとしてい る。

スタティックな図書館 から、文献情 報のダイナ ミズムに

応 えることので きる情報セ ンターへの転挨を求め られて

いるのである。 この よ うななかで、図書館は利用者に対

して、いかに効率よ く、適確 に情報 を提供で きるか、図

書館の資料の利用 と絡 めて、電算機 の導入を機会に検証

していかなければならないと考 える。

(図書課)
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笹森教授「旭川市文化奨励賞」授賞
「文化 の 日1の11月3日

、社 会学 の笹 森秀 雄教 授 が旭

川 医 大の開 設 や 市の系惹合開 発1}1画 の 策定 等 、旭 川 市の ま

ちつ く りと活性 化 の た め に 、 多 大な貢献 を され た とLて 、

旭 川rlは り他2名 、L二と 亡、に 娼 ヒ奨励 賞 呑'贈`-・れ まLた

〔学 牛 課}

「公開講座」好評 を博 し終了

本fr度 の 公 開講 座 「病 気 と くす り1が10円16[か ら30

日の 期問 に9回 に わた り、実施 され ま した

本 年度 は 、よ り市民 の皆 さ五 が参 加 しや ポい よ うに と

考 え 、例 年 学 内で 実施Lて い た 会場 を学 外(ニ ーf一北海

ホプ1レ)に 移 〔、 また 、参 加定 員 を220名 に増 や し(計

画Lた と こ ろ、 市民 の関 心 か高 く、定 員 を 大幅 にE回 る

申 し込みかあり、会場の都合 ず24λ 名に制限 して開講す

るは ど好 評 の な か無 事終J7Lま1.だ,

〔学 生 課)

講 義 内容

1ー

第11ロ1

第21口1

第3tllI

第4回

第51111

第6「rll

第7回

第8[II1

筑91rl1

程 講 義 是貝 目 講 帥

〔1}く」 ヶ)び)膳展史 ト畠II学正セ 安 孫 子f呆

〔の く4り の い ろ

1〔ヌ111(511〔 　「)し 7」ノ,な 斉11汗孝

1:仙} .1い く1り

の 用 い 方

1〔リll8日 〔水1月 日イ1、L・く オ り

1(別2〔 旧 〔金1解 熱 鎮 り産燦.

10月23口 σD抗 生 物 質

鼻1'レ ル キ ー-rL二10月24Uぐ人1

す り

10∫125日 〔水〕rfr;而Lli:と く 寸一り

動 脈 冊 化 と く1』1{　月261i(木1

】0月27日(金}

胃潰1島 、1指10月3〔rllげD

腸 潰 瘍 と く 司 り

F付属病院

薬剤部長 稲坦 俊一・

薬理学 講座

助教授 市原 和夫

内科学第 『講座

教 授 牧野 勲

薬理'掃酬'

Li力教授rll原 和 夫

小り」科学講座

教 授 吉岡

耳鼻咽喉科学講座

教 授 海野 徳=

内科学第 ・講座

教 授 小野寺壮 占

内科 学第.講1・卜

助教授 高杉 佑 ・

麻酔学講座

教 腰 小川 秀道

内科学第 二講座

教 授 並木IL義

一
学 生 ド催 の体 育 大 会か 、9月6B〔 水}に開催 され た.

〔 ・部 競技 は4--5[の 昼 休 み に ∫㌦選 を行 ・,た)。

参 加学 生 は学 年対抗 の各 々の種 目 に熱 戦 を繰 り広 げた.

結 果は次 の と お り

(学 生課)
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()は 順付

解 剖 体 慰 霊 式
斗己b～～ノ亡年∫1芝1解ピ}「】1本屋重霊 式 カミ、9円20Li(水}ノ トf妾1脹～…30つ}

か ら木学 体 育 館 にお いて 執 り行 われ ま した 、、

式 に参加 した 御遺 族 ・御 来賓 ・本 学教 職 員 ・学 生 は 、

本 学 の教 育 及 ひ学 術 研 究 の ため に尊 い御遺 体 を提 供 され 、

医 学 発展 の 礎 右 と な られ た153名(病 理 解剖64名 、法 医

解 剖59名 、系 統解 剖30名)の 方が た の御遺 徳 を偲 び御 冥

福 を祈念Lま1た

(学 生 。果)

新入生研修(第2回 目)

肇ノ1人!‡モ百汗fl毎 〔算}2【 口lil)ノ う湘〔}112611(木}・271i(翁}。3〔UI

明)・31(却 に 行 わ れ ま したrI

第1学 年 全 員 を8ク ル ・.フ に 分 け 、lII2グ ル ー フつ

つ そ[い 、1グ ル ー.フ に 教'妥2名 〔 ・般 教 育1名 、 基 礎 ・

臨 床1名)か 指 導 に あ た り 、① 前 期 試 験 終 了 後 に お け る

就 学 トの 諸 問 題 、② 学 生 牛 活Lの 諸 問 題 な ど をlll心 に研

修 が 行 わ れ た

(学 生 課)



一
心 温 まる環 境 の も と で 魏 新榮

生年 月111953年5月5日 生

所 属 整 形 外科 学 講座

了乍籍 期 階11988.10.8-一 一1990.3.31

国 籍ll[窪 人民 其 和国

資 格 北 京中 日友好 病 院

整 形 外 科医 帥

て も立派 で ある と思 い ま 協 私 は こ こで 学 ん/沢 山 の こ

と を私の 国 、中国 の 人た ちへ の おみ や け と して 、持 ノて

り帝りた い と思 い ます 、

研 究 室 紹 介

私 は 、 日 本政 府 国 費 留 掌 生 とLて1988年10月 に旭

川 へ 参 り よ した 、、 この1年 間 、 旭 川 で の 生 活 と 大学

の 仕 事 に お い て 、 私:よ/尺山 の こ と を 得 る 事 がで き ま

Lた.、 来H当 時 私 は 、 日 本語 は 出 来 ませ ん ぐ した し、

英 語 も ト ∫・では あ り ま ゼAで した の で 、 同 僚 や 家 族

が 、私 の こ とを 大変心 配 しま した 、 しかL、11本 の 八 々

は穏 や かで 礼儀lilし く、解 ら ない こ とか あ る場 合 に は親

切 に助 言 して くれ ま した。11本 の 先逝lr勺科学 や技術 を学

び にLl本 に来 る 全て び)人々1よ、 き.♪と様 々な障店:を こ え

てf皮 ら(乃卜拍勺を必'ボや達 成 で きる もの と思 い ま か 今.皇

で σ)ご親 切 に対 して 、沢 山 の お礼 の気持 ちを 表現 で きる

ほ とH本 語 が 充分 で きま せ流 の で 、旭 川 医大 整 形 外科 の

印 象 を述 べ て 、 お礼 に代 え さ せて い ただ き まオ,,日 本 に

着 くの が予定 よ り1H早 か った た め 、夜遅 く竹 光教 授 に

電 話 を し、 後藤 先生 に札幌 まで迎 え に きて頂 き ま した.

初 め か らず い ぶん と こ迷 或 を かけ て しまい ま した 、、竹 光

先生 に は 、旭 川医 大 の こ とや これ か ら住 む住 居 の こ と、

また生 活 用 品 にっ い て い ろ い ろ教 えて 頂 い た り、中国 料

理 店 、 大雪 山国 立 公 國 に連 れて 行 一)て頂 い た りLま した。

竹 光 先 生初 め 、教 室 の 方 々 、看 護婦 さん には 、[常 の生

活 か ら研 究 に系 る まで 本'11に い ろい ろ と お世 話 に な りま

した、,1」常 生 活 に お いて は 、安 藤 、 今井 、後藤 、宮 本先

生 達 が生 活 用 品 を沢 山 提供1、 て くれ 、 こ こで の生 活 に早

く慣 れ る よ うに助 けて くれ ま した.特 に 、安藤 先生 は時

間 を さい てH本 語 、生 活Eの い ろい ろの こ と を教 えて く

れ た り、休 日には北 海 道 各地 へ連 れ て い 一,てくれ ま した 、

医局 の秘 書 の皆 さん も仕 事 の うえで 大変 お 世話 に な って

お り、深 く感 謝 して い ます 、,また仕 事の上 で は 、教 授 か

ら若 い 先生 、 看護 婦 さん まで勉 強 の 意欲 に溢 れ る気 風 が

み られ勉 強 に、fl=事 に研 究 に、 有効 に時 間 を使 用 してい

ます,,こ と に竹 光 教授 の知 識 と技 術 は す ば ら しく、毎 晩

夜 遅 く11時 頃 まで 帰 宅 せず に仕 事 を され て い ま一1,,旭 川

医 大 整 形外 科 の医 療 技術 は先進II勺で 私 に と・♪て 学 ふ こ と

カリ尺lhあ ります,,ネ～…iこ、頸 椎 手fFFf、Cotrel-Dubousset,

Steffee,各 種 の脊 柱 前 ・後 方f=術 、術 中 脊髄 機能 モ=、タ

リ ング、小 児股関 節 外科 、股 関節 切 骨術 等 は中 国 にお い

て も試 み られ るべ きテ クニ ック と考 え ます。 帰 国 後 は 、

積 極 的 に これ らの紹 介 と実 現 に当 た りた い と思 い よ'4。

病 院 につ い ては 、明 る く、 きれ いで 、整 然 と1.て お り医

師 と看 護婦 さん は病 人に奉 什 す ると い)崇 高 な 目的 の た

め に働 い て お り医 療 側 と病 人 との関 係 は 見事 に調 和 が と

れ てい る と思 い ま す。私 は 今 まで 度 も、 イく愉 快 なこ と

は 見た こ と も聴 い た こ とも あ り まゼ ん,[本 は山 や 水 か

きれ いで あ るだ けで な く道 徳 的 にも 人 々は よ く、国 とL

■ 生 理 学 第 二講 座 ■ 坂 本 尚 志

昭 和49年 講座 開 。塗以 米15年 、.二れ まで 森教 授 か 先頭 に

立 ってそjわれ て きた石}f究に二加iえ、 〉欠第 に本 ド;∫=σ)卒業イ髭(ノ)

若 々 しい 力が石πr究に注 が れ る よ う にな ・,てきて い る.、

講座 本 来の 基礎 的 研究 とLて 、 森 茂 美教 授(厄 剣道 部)

は開 講以 来 これ ま で中脳 ネコ歩 行 標 本 を用 いて運 動 の統

合機 能 の解 析 を続 けて きた,,現 在 は 化学物 質の脳 内注 入

に よ る微 小 化 学刺 激 法 胡1い 、神経 伝達物 質 とい う側 面

か ら新 た な研 究 を展 開Lて い る,,坂 本 尚志 講帥(2期 卒

・ゴ ルフ)は 留学 か ら'惰封玉1しメ〈月尚皮 質(ノ)」璽動]缶II徒11に関 毒

る新 しい石斤究 タづ珪め 、「司其月の 太田 善イ専助 手(ノ ～ト ミン ト

ン)も 留 学 を終 え、免 疫組 織 化 学 斉・応用 した新 た な技 術

を導 入1(い る 高 草 木薫助 手 〔6期 ・ハ レー)は 電 気

生 理 学的 手 法 、お よび微 小学 刺 激 法 を応 川1、、 また 同期

の松 山清 治 〔剣道)(現 在 山 形大 学助 手 〉は神 経解 剖 学

ll勺手 法 を用 い て脳 幹 ・脊髄 神 経 機 構 σ)微細構 等 を解H月L

て 、た こ の 」 う な研 究 成 果は国 際 的1、も高 く評 価 され 、

本 年9月 に は国 際 シ ンホ シ ウム を旭 川で 開 催 【た,,"日

本 σ)九[llIド'オ三けて"な く'●11卜界 ぴ)力旦月19'をi【才旨一3.森孝交キ受cノ)

心 意 気 に、国 外13名 国 内16名 の 超 ・流 の 招 待研 究 者 お ↓

び本 学20余 名の 参 加 を得 て 、牢 り 乞い 交流 の機 会 を持 つ

こ と がで きた こ とは記憶 に新 しい、、

一 方、 臨床 生 理 学的 研 究 と して は泌 尿 器科 か ら宮 田 昌

伸 〔2期 ・柔 道)か 参加L反 射 性 排 尿 の神 経生 理 学r1{」解

室斤をそfった 、二の 石汗究1よ・昌;谷公 男 万二且ノ」.f.〔看火Hi大 ドj∫つ 、

吏 にその 後任 の ド田 直:威且力手(手 火Bl大 『』弛 ・アニ.ス〉へ と

受 け継 がれ現 在 に卒,て いる 、 第2外 科 か らは 河 野 透

(/1期.聖f王 求)、 糸己里ffl峯一一〔5其月・一1,レ'7)力 孟参か口L、

王見在率暗葉月急 〔7其月。『」ル フ)か 月「μ∫雪二に才∫け る宇巾糸予系 び)

役割 につ い て研 究 を触蓬開[.て い る.整 形外 科 か らは秀糎川

裕 司(2期 ・リ ノカ・)が 参加L、 現 存岡 哲 左(101tll・

翁1」丘首)に よ り石π究 力弓錘飼)られて い る ノ1・1見手斗力・ら(ノ)HI弓1

肇 〔9期 ・野 球 〉は 運 動 機 能 の 生 後 発達 に む け る脳 内

モ ノア ミン系 の役 割 の解 析 畜進 め て い る、 誹た 耳 鼻咽 喉

科 か らは 金 谷健 史 〔2期 ・コ ルフ)、 野 中聡 〔3期 ・剣

}直)カ ＼ 第31勾 看'トか ら1よ奥季丁不1朋券 〔6質月・ ♪ク ヒー)が

研 究 に 参加 して きた「 こ れ ら研究 に参加1.て きた 卒 業生

が現 在 各 自の 講座'(卜活躍 中で あることは周 知の 事で あろ うII

氏 名の後 の 戸斤属 ク ラフか ら も'卜11るよ)に 彰 くは∫画撞勧剖;

出 身 で あ り、当教 室 の根 幹 で あ る"運 動闘 牛理 学 の面li

躍 如 た るも ので あ る、、(?)こ の よ うに森教 授 の 元、 日夜

彰数 の若 い 力が躍 動 して い るの か 第 ㌃生理 学 講 座 で あ る

なお研 究 の縁 の ドの 力持 ち と な ・ノて いた だ いて ㍉た 女

性 軍 は次 々と良 縁 に恵 まれ、当教 室 に おい て も2組 の カッ

フ ルか誕 生1 、、現 在教 室 にお いて け若 い佐 藤恵 美 事務 官

が[夜 王瓜軍 奮闘 して い る こと を強 く書 き臼:=えた い..

(ノi:王阯…,『1j1:第一=11蕃庁11蕃 自11」)
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一
■ 小 児科 学講 座 ■ 東 寛

一一期生 か入局 して か らは や11年 が す ぎ現 在 医 局 員 の

数 は 、総 勢70人 、 その うち学 内 は30人 と な っ て い る 、,

この30人 で病 院 の 診療 だ け で な く旭lll周辺 の 乳児検 診 、

3歳 児検 診 など をひ きうけ て い る,、同時 に臨 床 研究 も精

力的 かつ 着実 に行 わ れて い る、、吉岡 教 授 を筆 頭 とす る感

染 症 グ,レ ・ブ は 、小 児に お け る抗 生 剤の 効 果的 な使 用 法

に関 す る臨 床rl勺研 究 を行 一,てい るう 加1えて 、藤臼1、室野

1山」先生 か 、 フ トウ球 菌の 産生 す る各種 毒 素 と疾 患 との関

イ系を町iらかに 一ξる一■=一 クな石拝究 を押 し進 め て い る,,ま

た 、坂 田 先生 は 、抗 生 剤 の生 体 に与 え る影響 を研 究 テ ー

マ と し、抗生 剤 によ る腸 内細 菌 叢 の 変化 の 詳細 な検討 は 、

学 会で高 い評 価 を受 けた 。伊 藤(真)先 生 は 、 占岡教 授

の 造 詣の深 い小 児 の 薬物動 態 を手掛 け ア ス ビ リ ン、 メチ

ル プ レ ドニ ン等 の 薬物 動態 を研 究 し、小 児 の薬物 治療 学

の進 歩 に 貞献 して い 鳳,奥 野 助教 授 を中心 と す る内 分泌

ク ルーフ じ あ ・'ては 、矢野 先生 か尿 中 に分泌 され る成 長

ホ ルモ ン を測 定Lそ の 臨床 応 用 に関 し先駆 的 仕 事 を行 な

って い る.ま た 、ホ ルモ ン分 泌 の 日内 変動 に 着 目 し、内

分 泌学的 異常 の病 態 の 解明 に 多 くの成 果 を挙 げて い る,,

岡(敏)先 生 率 い る血 液 クル ーフ は、 不治 の 病 と されて

い た 白mL病 の 治療 法 の進 歩 を背景 に、 悪性 疾 患 の治 療 法

の更 なる改 善 を目指 して い 砲,抗 癌剤 に よ る治療 だ けで

は な く、鈴 木(豊)、 清水 両 先生 は 、骨 髄 幹 細胞 培 養 に

著 手 し病 態 の解 析 と骨髄 移 植 によ る患者 の救 命 に積 極的

に取 り組 ん で い る。神 経 グ ルー プ は、長 、沖 、伊 藤(淳)

先生 を中心 に幅広 い 臨床 活 動 をお こ ない 、最近 は 、い わ

ゆ る 白閉 症 の成 因 の解 明 を研 究 の メインナーマと している。

又 、楠 先 生 は 、北 海道 で は 、た だ ひと り有機 酸 分析 を

手 掛 け、 さ ま ざま な先天 代謝 異 常 の 早期 発 見 、早 期 治療

に勢 力を注 い で い る、,心臓 グル ー フは 、岡(隆)、 伊 藤

(真)、 -i二川 、 そ して 今年 か ら斉 藤 先生 か加 わ り、 先 天

性 心疾 患 の早 期 発 見 、管理 に努 め 、同 時 に、 不整 脈 の電

気 生理 学的 解 析 を行 一・て い る、,鍛近 で は 、川 崎 病 の病 態

解 明 にも積 極 的 に取 り組 ん で い る,、新 生 児 担 当の 角 谷 先

生 は帰Ill先 生 の後 を引 き紐iぎ 、→ト フ ァ ク タ ン トによ る

未 熟 児の 呼吸 窮 迫症 の 治療 な ど最 先端 の 医療 を行 一・・て い

る,,最f妾1、＼ 免 り憂、雫苧、ア レル ギー ク ルー フ(束 、f左々

木 、1=川)は 、小 児の 感 染防 御 機構 の 特殊 性 を明 らか に

して ゆ くlllで 各種 疾 患 にお け る病 態 の 免疫 学 的 な アフ ロ
ー ・アをII -)て いる,,か よ うに様 々な 卑門 分野 が同居1.て

い る わ け で あ ㍍,即 ち、 我 が 医 局 は 、 小 児 の あ ら ゆ

る疾 患1'対 処 で きる医 者の 育 成 を 目指 して い る と言 え る.

・j・児 を 、成 長 し、や か て成 人 とな る 者 と して 考 える と一`

れ ば 、 こ れ は 当然 の 事 で もあ ろ う、,一・ノ∫、海 外留 掌 者

も数 斉'増L、 現 在け 、岡(敏 〉 先 生 が ア メ リ カ合 衆 国

Huston,Texagに あ るMJ).And⊂,rsonCancerCe.

nter、 伊 藤(真)先 生 がT(》ronto,Canadaσ)The

IlospitalFて 〕rSiぐkChildrenに 留弓射lr'で済,る、.1

関連 病 院 で の研修 態 勢 も充実 して 課た,,旭 川厚 生 病院

を は じめ 、深川 市 、ン1総合病院 、富 良野 協 会病 院 、 名寄 市

、ア総 合病 院 、rf泣 十 別 総 合病 院 な ど旭 川 周辺 に新 人の研

修 の場 も豊富 で ある.こ れ らの関連 病 院 との連 携 を密 に

L、 医局 の活 力をま す ま一1盛ん に して ゆ くこ と か今 後 も

7

必 要 で あ り、 それ か新 しい小 児科 医 替 莫索 して い る我 々

が い ま真 に望 ん で い る こ とで あ る 。 そ こで 最 後 に この場

を か りて 、 ・人で も 多 くの 新 人 が我 が医局 に米 た らん こ

と を願 っ て終 わ り と しま ぢ。

(小 児科 助 手)

スキー教室の実施 について
毎 年恒 例 の スキ ー教 室 を、 今年 も ド記 の 通 り実 施 しま

す。 参加 を 希望 す る学 牛 は学 生 課'9;二=生係 まで 中 し込 ん で

トさい..,

記

1.期 日

2.場 所

3.参 加 対 象 者

費

切

他

加

の

参

締

そ

生

臥

色

」ド励と元flモ12∫」1811σ1) 一・1911(火)

紋 別 郡 白 滝 村 、 北 大 雪 ス キ ー 場

　 般驚 三}
ω・

5,5(X)円(1泊4食 イ寸・傷害 保 険 料 。税 込み)

12月11日(月)(定 員 に な り次 第 締 切)

詳細 につ いて は掲 示 を見 る こ ど,

(掌 生 課)

図書館の本の返却について
借 出 図書 の返 却 が遅 れ る とペ ナ ル テ ィが課 せ られ る こ

とは ご存 じで すか 。

附 属 図 書館 の 本 は本 学 の 教職 員 ・学 生で あれ ば 誰 で も

借 りる こ とがで き ます が、 必ず 手続 きと冊 数 、 日数 の制

約 が あ りま 凱,こ れ は図 書館 の本 をで きるだ け 多数 の 方

に 公平 にfl1三'ノて欲 しい とい う発想 の産物 で 式,複 本 を用

意 して も利 用 の 重 なる と きは 不足 しま也,少 ないr算 で

さま ざ まな 分野 の 本 を揃 える必 嬰 も あ りま す。利 用 で き

る 人が 限 られ ない.よ うにす る ため の 制糸勺で 弓-、,

返 却 が遅 れ ま 弓ーと 、遅 れ た 口数 の倍 の 日数 が実 際 に返

した 日か ら貸 出停ILに な りま 一む,貸 川停 止 を受 けた 方は

他 の 利用 者へ の お詫 び とお 考 え に な って、次llllからは 期

日 よ でに返 却 され る よ うお願 い しよ一4、、

(図 書 課)

Aooo



訊黍毒毒贈 について 業霞鯵の藏績懸鑑
去 る8月22日 に自動車事故で死亡 した第1学 年学生 、

久保統裕君の父親久保信彦氏 から本学 に多大 なるご寄付

をいただ き、 その使途 について関係者で種々検討 した結

果、図書 を購入することとなり、学生会 からの要望もあ

ることから一般 図書(講 談社発行 のブルーバ ックス)を

選定することとしま した。整理が済み次第順次附属図書

館2階 閲覧室の 「ブラウ ジングコーナー」 に配架 します

ので ご利用 くだ さい。

(図書課)

前回発行の61号 に掲載 した成績 に一部誤 りがありまし

たので訂正するとともに関係 団体 に深 くお佗びいた しま

す。

準硬式野球部

硬式庭球部男子

〃 女子

サ ッカー部

空 予道部

→

1回 戦 →

1回 戦 →

1回 戦 →

1回 戦

ベ ス ト8

ベ ス ト8

ベ ス ト8

2回 戦

一。 決 勝 トーナメント1回 戦

(学 生 課)

襯燃 撚繍 燃 撒 襯撚襯撒 繍 襯襯藩襯襯燃 襯鰻 燃 襯

窓

徳中

有酸素運動 のすすめ

この夏のある土曜 日の夜、私 たちの教室のDr,Fが 腰

痛のため救急車で7階 西病棟に入院 しました。Dr.Fは 医

局で一番 ゴルフが上手で スコァも80台 で ラウ ンドする男

です。 そのF1の 午後、旭川郊外の某 ゴルフ場で ラウン ド

中 には じめて痛みがで て、夜 には焼 け火 箸で刺 されたよ

うな激痛 となり身動 きも出来 なくなったよ うです。婦長

さん、病棟諸嬢 の 「手厚 い看護」、教授 、同僚医師の 「温

かいはげまし」 を うけ、宰い に、Dr.Fは 乎術 を うける

ことなく、鎮痛剤の投 与、脊椎の牽引 などの保存的療法

だけで数 日間人院 しただけで退院 出来 ましたが、その 日

のラウンドが彼 の今 シーズンの最後のゴルフになりま し

た。

このよ うなエ ピソー ドはDr.Fば か りでな く、身近で

も、よく耳 に します。慢性的 な腰痛Gowbackpain)

で悩んでいる人は非常 に多 く、一般の雑誌にも時々特集

が組まれていた りしますが、腰痛症は、動物 には無 く、

常 に、立位姿勢 をとって脊椎 に無理 をか けている人間の

宿命で あると言われています。

本学 にも腰痛で悩 まれている方がおられると思います

が、今年4月 に本学 トレーニングルーム に備 え付け られ

たニュー トンベ ッドをご紹介 します。 この装置は、一見、

普通の腹筋台のよ うに見 えます。実際、 よく運動部の学

生諸君が腹筋台 と間違 えて、 この台の上で腹筋運動 を し

て いるのを見かけます。この台は、足首 を固定 して、電

動で台 を直立 させて体 を逆 さ吊 りに します。 自分の上 半

身の体重 を利用 して脊椎 をまっす ぐに伸 します。椎間板

を引 き伸 し、腰痛症を改善することを目的 とした専用の

装置です。私 も使ってみ ましたが、朝 夕2回 数分間、逆

さ吊 りになるとめっぽ う体調 がよいようです。何 らかの

理 由で突然に電源が切 れて も自動的 に台 が水平 にもどり

ますので安心です。 一度 お試 しになったらいかがで しょ

うか。

ニュー トンベ ッ ドのカタログに書かれていま したが、

未開人は、狩猟採 集のために1日 に20-30㎞ も歩 き回 り、

腰痛 とは無縁で あったものが、現代生活では、デスクワ

ークなどで長時間一定の姿勢をとり続けなければならず 、

無理 がたたって 早い人で は、30才 代 から腰痛が出現する

とあ りました。

私 も、以 前はジョッキングや、ウエー トトレーニ ング

をよ くや りま したが、本学 に来 た昭和58年 頃には中断 し

ていま した。数年前か ら、ウエ ー トトレーニ ングとくに

スクワッ トの後遺症と思 われる座骨神経痛 にな り、一時

は毎日ポ ンタール を服用 していたほどです。ところが、

昨年から止めて いた ジョッキ ングを再開 し、毎 日、約10

㎞ のランを行 なってみたところ、ほとんど痛みを感 じな

くな りました。体重も?kg減 って体 が非常 に楽 になりま

した。

人間の体 も本来、他 の野性動物 と同 じで、常 に腹 をす

かし、食料 を得 るために1日 に何10kmも 歩 きあるいは走

り回 り、たまに食料が手 に入 ると腹 いっぱい食 べて脂肪

組織 と して体 に貯蔵 し飢餓 にそなえるよ うに出来てい ま

す。1ロ 中体 をあまり動 かさないデスクワークをして腹

いっぱい3度 の食事 をするのは、体 にとって大変、異常

な状態で、肥満 、腰痛 を生ずるのは しごく当然 と思 われ

ます。大変面倒 くさいことですが、毎 日、健康 に仕事や

生活 をエ ンジョイするため には、何 らか の有酸 素運動

(歩行、 ラン、スイム、自転車)は 不可欠 と思 うこの ご

ろです。

(泌尿器科学講座 助教授)
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